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レタスビッグベイン病の汚染程度に応じた防除技術のメニュー化

【研究成果】 淡路のレタス産地において、平成６年からレタスビッグベイン病が発生しました。
この病害に対して各種防除技術を確立し、ほ場の汚染程度に応じた対策を体系化しました。

表１　汚染程度に対応した各種防除技術
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【技術の活用】 これらの技術は、淡路のレタス産地に広く普及し、安定生産に寄与しています。
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